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１３
日
　
町
消
防
操
法
訓
練
大
会

第
６
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

１８
日
　
勝
央
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
第
１
次

答
申

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

２５
日
　
第
１
回
古
吉
野
地
区
小
学
生
卓
球
大
会

４
月
１
日
　
上
水
道
、
岡
山
県
広
域
水
道
企
業
団
か

ら
受
水
開
始

１３
日
　
奈
義
町
と
の
広
域
連
携
業
務（
第
１
次
）

ス
タ
ー
ト

１７
日
　
お
か
や
ま
国
体
炬
火
採
火
式

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式

勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大
会

２３
日
〜
２４
日
　
ポ
ン
テ
・
ペ
ル
レ
２
０
０
５

５
月
１
日
　
勝
央
町
役
場
機
構
改
革

１２
日
　
勝
英
地
域
探
鳥
会

１５
日
　
第
１６
回
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
サ
イ
ク
リ
ン

グ
大
会

２７
日
　
青
少
年
劇
場
巡
回
公
演

３０
日
　
サ
ン
サ
ン
学
園
開
講
式

３１
日
　
津
軽
三
味
線「
福
居
一
大
コ
ン
サ
ー
ト
」

６
月
１
日
〜
　
町
民
球
技
大
会

３
日
〜
１０
日
　
地
区
別
行
政
懇
談
会

５
日
　
第
４４
回
岡
山
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
な
ぎ
な
た
競
技
会

１０
日
　
青
少
年
問
題
協
議
会

１８
日
　
第
１１
回
中
国
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会

２０
日
〜
２４
日
　
町
議
会
第
２
回
定
例
会

２８
日
　
人
権
教
育
推
進
委
員
会

１１
日
　
勝
央
中
学
校
体
育
祭

衆
議
院
議
員
総
選
挙

１２
日
〜
１６
日
　
町
議
会
第
３
回
定
例
会

１９
日
　
敬
老
会
（
旧
村
各
地
区
）

２５
日
　
小
学
校
運
動
会

１０
月
１
日
　
国
勢
調
査

７
日
　
半
自
動
体
外
式
除
細
動
器
を
小
・
中
学

校
に
配
置

８
日
　
'０５
朗
読
会
ｖ
ｏ
ｌ
１

１３
日
　
植
月
小
学
校
相
撲
大
会

１６
日
　
町
内
一
斉
環
境
美
化
の
日

２３
日
〜
２５
日
　
第
６０
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

会
な
ぎ
な
た
競
技
会

３０
日
　
家
電
対
象
機
器
収
集

１１
月
１２
日
〜
１３
日
　
第
９
回
古
吉
野
地
区
作
品
展

１３
日
　
第
９
回
高
取
地
区
文
化
祭

１６
日
　
ち
び
っ
こ
ま
つ
り

２０
日
　
第
３４
回
勝
央
町
１
周
駅
伝
大
会

第
７
回
植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ミ
ニ
文
化
祭

第
５
回
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

作
品
展

２７
日
　
第
１
回
金
時
ふ
れ
あ
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団

勝
央
公
演

消
防
団
放
水
訓
練

３０
日
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
フ
ァ
イ
ブ
」

１２
月
３
日
〜
４
日
　
第
３６
回
勝
央
町
文
化
祭

４
日
　
町
内
一
斉
環
境
美
化
の
日

粗
大
ゴ
ミ
収
集

２８
日
〜
３０
日
　
消
防
団
年
末
夜
警

地区別行政懇談会
６月３日～１０日まで、各地区コ

ミュニティセンターで開催されま

した。勝央町を取り巻く行政環境

や財政状況などについて、説明と

質疑応答がありました。

金　時　祭
今年の金時祭は、１日に濃縮さ

れ、８月２１日に開催されました。

金時歌謡ショーは、松居直美さん

と千葉げん太さんを招いて、勝央

文化ホールで行われました。途中、

雨が降り、一部行事が変更になり

ましたが、最後に２，３００発の花火

を打ち上げ、盛大に祭りの幕を閉

じました。

晴れの国おかやま国体
１０月２３日～２５日、勝央中学校

体育館を会場として、第６０回国民

体育大会秋季大会なぎなた競技会

が行われました。

少年女子は、演技・試合競技と

も優勝し、また、成年女子は、演

技競技が第５位、試合競技が優勝

という成績で、みごと念願の総合

優勝を果たしました。
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上
半
期（
１
月
〜
６
月
）

１
月
３
日
　
成
人
式

８
日
　
第
２３
回
丸
山
百
々
三
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会

１６
日
　
消
防
団
出
初
式

３０
日
　
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

２
月
１
日
　
イ
ル
カ
＆
小
室
等
コ
ン
サ
ー
ト

１９
日
　
第
１６
回
女
性
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会

２０
日
　
第
２１
回
町
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

３
月
４
日
　
保
健
福
祉
大
会

６
日
　
第
２１
回
金
時
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

７
日
〜
１６
日
　
町
議
会
第
１
回
定
例
会

１２
日
　
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」

下
半
期（
７
月
〜
１２
月
）

７
月
１
日
　
国
体
民
泊
お
も
て
な
し
講
演
会

３
日
　
第
１６
回
金
太
郎
フ
ェ
ス
タ

１０
日
　
勝
央
中
学
校
吹
奏
楽
部
第
１
回
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

１７
日
　
町
内
一
斉
環
境
美
化
の
日

粗
大
ゴ
ミ
収
集

１８
日
　
第
３４
回
美
作
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔

剣
道
大
会

２７
日
〜
２８
日
　
夏
休
み
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

２７
日
　
夏
休
み
子
ど
も
料
理
教
室

（
８
月
３
日
・
１０
日
・
１７
日
）

３０
日
　
影
絵
劇
団
「
め
だ
か
屋
」
公
演

３１
日
　
夏
休
み
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
シ
ン

ド
バ
ッ
ト
の
大
冒
険
」

８
月
２
日
　
中
学
生
夏
休
み
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験

７
日
　
夏
休
み
子
ど
も
映
画
劇
場
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ

Ｔ
Ｏ
」

９
日
　
芸
術
さ
ん
ぽ
講
座

２１
日
　
第
２４
回
金
時
祭

２８
日
　
な
ぎ
な
た
プ
レ
国
体

第
５
回
勝
英
地
域
畜
産
共
進
会

９
月
８
日
　
勝
央
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
第
２
次

答
申

成　人　式
１月３日、勝央文化ホールで行

われ、１５９人（男性８２人、女性７７人）

が成人を祝いました。式典終了後

には、文化ホール前で記念撮影を

し、勝央町公民館ホールで軽食を

囲んで懇親会が行われました。

行政改革第１次答申
合併を選択しなかったことを受

け、昨年１０月２９日に第１回勝央

町行政改革推進委員会を開催し、

西田町長から諮問書が提出されま

した。そして３月１８日、同委員会

から西田町長へ勝央町行政改革大

綱策定の第１次答申が出されまし

た。
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勝央町の
１年間の
主な出来事

２
０
０
５
年
を
振
り
返
る

勝
央
町
の
１
年



あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

平
成
１７
年
秋
の
叙
勲
で
、
元
勝
央
町
消

防
団
長
の
國
政
　
薫
さ
ん
（
植
月
中
）
が

消
防
功
労
に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

國
政
さ
ん
は
、
昭
和
１８
年
旧
植
月
村
警

防
団
に
入
団
以
来
、
４１
年
間
在
職
。
昭
和

５１
年
か
ら
は
団
長
と
し
て
地
域
住
民
の
安

全
に
心
血
を
注
が
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
間
に
は
議
会
議
員
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
、
議
長
も
務

め
ら
れ
ま
し

た
。今

回
の
受
章

は
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

國
政
　
薫
さ
ん（
植
月
中
）

１１
月
１４
日
、
勝
央
町
公
民
館
で
、
古

吉
野
地
区
の
児
童
１１
人
で
活
動
し
て
い

る
古
吉
野
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
わ
か
ば

賞
を
受
賞
し
、
わ
か
ば
賞
賞
牌
と
記
念

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
受
け
取
り
ま
し

た
。古

吉
野
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、「
火
の

用
心
」
と
拍
子
木
を
打
ち
な
が
ら
地
区

を
巡
回
し
、
防
火
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

ま
た
、
通
学
路
の
安
全
対
策
と
美
化
活

動
の
一
環
と
し
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

清
掃
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

で
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
青

少
年
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

古
吉
野
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
古
吉
野

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て

い
る
生
涯
学
習
の
一
環
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
１４
年
か
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

青
少
年
の
模
範
と
し
て
活
動

古
吉
野
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
、わ
か
ば
賞
を
受
賞

１１
月
１５
日
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
ク
作
東

で
、
清
掃
事
業
功
労
岡
山
県
美
作
県
民
局
長

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
河
本
七
五
三
男
さ
ん

（
田
井
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

河
本
さ
ん
は
、
津
山
圏
域
東
部
衛
生
施
設

組
合
に
お
い
て
、
平
成
１４
年
５
月
か
ら
現
在

ま
で
無
報
酬
で
リ
サ
イ
ク
ル
業
務
に
携
わ

り
、
来
場
者
に
リ
サ

イ
ク
ル
の
重
要
性
や

分
別
の
必
要
性
を
伝

え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

ボランティアでリサイクル活動に従事
清掃事業功労岡山県美作県民局長表彰

河本七五三男さん（田　井）
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▲
賞
牌
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
受
け
取
り
ま
し
た

１１
月
１８
日
、
古
吉
野
小
学

校
で
馬
頭
琴
の
演
奏
会
が
開

催
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
演

奏
家
の
ツ
ェ
レ
ン
ド
ル
ジ
・

ソ
ヨ
ル
エ
ル
デ
ネ
さ
ん
と
姉

で
通
訳
の
ビ
ヤ
ン
バ
サ
イ
ハ

ン
さ
ん
の
２
人
が
訪
れ
ま
し

た
。馬

頭
琴
が
奏
で
る
音
色

は
、
重
み
の
あ
る
低
い
音
や

透
き
通
る
よ
う
な
高
い
音

モ
ン
ゴ
ル
の
音
楽
に
う
っ
と
り

古
吉
野
小
学
校
馬
頭
琴
演
奏
会

で
、
モ
ン
ゴ
ル
に
広
が
る
草

原
や
草
原
を
駆
け
る
馬
を
よ

く
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

演
奏
後
に
は
、
６
年
生
の

前
原
和
佳
さ
ん
の
「
馬
頭
琴

は
ど
ん
な
と
き
に
演
奏
す
る

の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に

「
正
月
や
結
婚
式
な
ど
の
お

祝
い
の
と
き
に
よ
く
演
奏
し

ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。

�
馬
頭
琴
演
奏
の
よ
う
す



なくそう犯罪
すごそう明るい年末年始

■問い合わせ先　美作警察署　�０８６８－７２－０１１０�

強盗等の�
　凶悪事件の�
　　被害防止を！�

子どもたちを�
　犯罪から守ろう！�

ひったくりや�
　空き巣などの�
　　被害防止を！�

自転車・�
　オートバイの�
盗難被害防止を！�
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育
て
よ
う
１
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

―
身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
―

人
権
週
間
１２
月
４
日
〜
１０
日

国
際
連
合
は
２
度
の
世
界
大
戦
の
反
省
か
ら
昭
和
２３
年
１２
月
１０
日
の
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」

を
採
択
し
、
こ
の
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
、
１２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

勝
央
町
と
勝
央
町
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
週
間
に
あ
た
り
、
人
権
相
談
、
人
権
問
題
講
演
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

人
権
相
談

勝
央
町
で
は
、
人
権
に
関
す
る
家
庭
内
や
隣
近
所
と

の
も
め
ご
と
な
ど
、
身
近
な
問
題
や
悩
み
な
ど
を
解
決

す
る
た
め
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ

い
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

１２
月
８
日（
木
）

１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所

勝
央
町
公
民
館

▼
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

安
東
正
年

定
兼
　
充

小
林
三
智
子

人
権
問
題
講
演
会

勝
央
町
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
問
題
の
解
決
を
目

指
し
て
人
権
問
題
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
岡
山
県
立
津
山
高
等
学
校
講
師
の
江
原

マ
ル
テ
ィ
ー
ナ
氏
が
日
本
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
国
際

的
な
視
点
で
講
演
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

１２
月
６
日（
火
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
　
師

岡
山
県
立
津
山
高
等
学
校

講
師
　
江
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ナ
氏

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
）

▼
演
　
題

「
外
国
か
ら
見
た
日
本
の
人
権
」



開館時間
10：00～18：00

休館日
くらしのカレンダーを
ご覧ください。

ゆ
っ
た
り

開館時間
10：00～18：00

休館日
くらしのカレンダーを
ご覧ください。

じ
っ
く
り
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Good-bye

さようなら�

Excuse me

すみません�

と

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク

とと

第�

号�

53

サ
イ
モ
ン

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
１４
歳
の
法
律
相
談
所（

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）」

（
野
田
和
寿

著
・

星
野
茂

監
修
／
新
風
舎
）

ラ
ク
ガ
キ
は
建
造
物
損
壊
罪
で
５
年

以
下
の
懲
役
、
ケ
ガ
を
さ
せ
た
ら
１５
年

以
下
の
懲
役
。
法
律
を
知
る
こ
と
で
、

ど
う
い
っ
た
行
動
が
ど
ん
な
結
果
を
招

く
の
か
を
学
び
、
軽
率
な
行
動
、
犯
罪

を
防
ぐ
。
若
い
人
た
ち
に
起
り
う
る
刑
事
・
民
事
の
５０
の
事
例
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
Ｑ
＆
Ａ
の
形
で
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
人
も
子
ど

も
も
法
律
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
１
冊
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
１２
月
１０
日（
土
）

１１
時
〜
　
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

●

新

着

案

内

●

・
「
決
断
力
」（
羽
生
善
治

著
／
角
川
書
店
）

・
「
パ
パ
は
マ
イ
ナ
ス
５０
点

―
介
護
う
つ
を
越
え
て
夫
、
大
島
渚
を
支
え
た
１０
年
―
」

（
小
山
明
子

著
／
集
英
社
）

・
「
珠
玉
の
水
彩
画
基
本
技
法
と
プ
ロ
の
ワ
ザ
」

（
奈
良
峰
博
・
福
井
泰
民

著
／
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
）

・
「
あ
な
」（
片
山
令
子

文
・
片
山
健

絵
／
ビ
リ
ケ
ン
出
版
）

・
「
お
化
け
を
よ
ぶ
百
物
語
」

（
千
葉
幹
夫

文
・
瞳
一
人

絵
／
リ
ブ
リ
オ
出
版
）

・
「
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
暗
号
」

（
ブ
ル
ー
・
バ
リ
エ
ッ
ト

著
・
ブ
レ
ッ
ト
・
ヘ
ル
キ
ス
ト

絵
／

ソ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン
ズ
）

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館

People always tell me that Japanese is
not an international language.  Well, I dis-
covered on a recent trip to Korea that
Japanese and kanji can be useful skills in
Asia. Initially, I found very few English
speakers, but at a crit ical point I was
helped by a Japanese speaker.  In the
meantime, reading and writing kanji proved
helpful as well.

In Korea, my first impression was that the
profile of English seemed smaller than in
Japan.  This was especially evident on
shop signs and among school age stu-
dents.  However, these differences were
not so obvious when I made it to Seoul.

This special trip has given me the moti-
vation to discover a new language.  That is
an important starting point, because hav-
ing a real desire is a big step towards
reaching our goals.
Thank you, or should I say  "KAM SA

HAMNIDA!"

HELLO こんにちは

「日本語は国際的なことばでない」ということは

よく耳にします。でも、最近の韓国の旅で、アジア

では日本語や漢字が役に立つのを発見しました。最

初に、英語が話せる人はほとんどいなかったですが、

大切な場面で日本語が話せる人がいて、助かりまし

た。同時にまた、漢字を読んだり、書いたりするこ

とも役に立ちました。

韓国での第一印象といえば、英語の存在が日本ほ

どでないことでした。特にそれは店の看板や中高校

生にみられました。しかし、ソウルに行くと日本に

近いと思いました。

この貴重な旅の内に、新しいことばを学ぶ意欲が

生まれました。それは大切な出発点です。本当のや

る気を持つことは、目標に達するための大きな一歩

でしょう。

ありがとう、でも本当は「
カム　サ　ハム二ダ

」ですね。

開園時間�
9：00～17：00�
入園無料�

休園日：火・水曜日�
（年末年始 12/29～1/1）�
※27日・28日は開園�

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

《黒大豆の収穫体験》（有料）
日　時 １２月中の土・日・祝祭日

１３：００～１４：００
内　容　ノースヴィレッジ近隣の畑で黒

大豆のもぎ取り体験
料　金 ２００円／１００ｇ

《野菜の収穫体験》（有料）
日　時 １２月中の土・日・祝祭日

１１：００～１１：３０、１４：３０～１５：００
内　容　ノースヴィレッジ近隣の畑で野

菜のもぎ取り体験
料　金　時価

《いちご狩り体験》（有料）
期　間 １２月中旬～来年６月末

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
内　容　園内のいちごハウスで美味しい

いちごのもぎ取り体験
料　金 ２００円／１００ｇ

《クリスマスランチ＆ケーキバイキング》
（有料）

日　時 １２月１７日（土）、１８日（日）
１１：００～１４：００

内　容　レストラン特製の軽食とケーキ、
デザートが食べ放題！

料　金　中学生以上 １，３００円
小人　　　　 ８５０円

１２月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

【
展
示
室
・
特
別
展
示
室
】

・
没
後
三
十
年
記
念
　
永
礼
孝
二
展
（
〜
１２
月
１８
日
�
ま
で
）

【
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
】

・
「
第
５６
回
『
県
展
』
入
賞
・
入
選
者
作
品
展
」（
〜
１２
月
１８
日
�
ま
で
）

【
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
】

・
「
木
村
毅
の
文
章
修
行
」
展
（
〜
１２
月
１８
日
�
ま
で
）

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

「
没
後
三
十
年
記
念
　
永
礼
孝
二
展
」
そ
の
２

第
２
次
世
界
大
戦
末
期
よ
り
戦
後
に
か
け
て
、
永
礼
孝
二
は
花
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
一
連
の
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
北
斎
や
広

重
の
浮
世
絵
の
よ
う
な
作
風
で
、
手
前
に
対
象
の
花
を
大
き
く
配
置
し
、

背
景
に
山
並
み
な
ど
を
描
き
ま
し
た
が
、
次
第
に
装
飾
的
な
構
図
に
な

り
、
後
に
は
壁
紙
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
家
具
、
書

籍
な
ど
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
、「
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
父
」
と

い
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
工
芸
運
動
作
家
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
作

品
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
作
風
と
な
り
ま
し
た
。

・
津
山
会
場
＝
津
山
郷
土
博
物
館

（
展
示
期
間
　
〜
１２
月
１８
日
�
ま
で
）

（「
没
後
三
十
年
記
念
　
永
礼
孝
二
展
」
か
ら
）

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か
ら
１２
月
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。１２

月
３
日
（
土
）
か
ら
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
の
入
口
ゲ
ー
ト
前
に
、
こ
の

季
節
を
代
表
す
る
花
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」

で
つ
く
っ
た
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
が
登
場
し
ま
す
。
同
時
に
シ
ク

ラ
メ
ン
大
売
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
園
内
の
黒
大
豆
や
い
ち

ご
な
ど
も
収
穫
の
時
期
を
迎
え
、
今

月
か
ら
も
ぎ
取
り
体
験
が
始
ま
り
ま

す
。寒

い
日
が
続
き
ま
す
が
、
寒
さ
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
外
の
新
鮮
な
空

気
を
味
わ
い
に
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

へ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

ファーマーズ朝 市 ＆ フリーマーケット

12月18日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�
朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

売
切
れ
続
出�

　
来
場
は
お
早
め
に�

ホームページ
http://www.town.shoo.okayama.jp/museum/index.htm

「山ゆり」１９５７年

岡部玄　作品制作
ボランティアスタッフ募集！
「アートの今・岡山」

勝央会場
現代美術家・岡部玄氏によ
る流木の造形作品制作ボラン
ティアスタッフを募集してい
ます。（若干名）
制作時期：２００６年

１月４日･５日･６日
対　　象：高校生以上一般
申込受付：勝央美術文学館

�３８－０２７０



Life

現在の制度�
★平成１８年３月３１日まで�

　麻しん・風しんの単独ワクチンを接種します。�

　対象者：生後１２カ月（１歳）から９０カ月（７歳６カ月）の間�

�

新制度�
★平成１８年４月１日から�

　麻しん風しんの混合ワクチン（ＭＲ混合ワクチン）を接種します。�

　対象者：第１期…生後１２カ月（１歳）から２４カ月（２歳）に至るまでの�

　　　　　　　　　間�

　　　　　第２期…５歳以上７歳未満で、小学校就学直前の１年間�

　　　　　　　　　　　　　　　　　（保育園年長組の４／１～３／３１）�

※１歳から２歳の間に麻しんにかかる子が多くなっていますので、１歳に�

　なったらすぐに予防接種を受けるように努めましょう。�

お子さんはどのタイプですか？�

問い合わせ先　勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２�

　ＭＲ混合ワクチンは接種できません。�

　ＭＲ混合ワクチンの第１期・第２期とも受けられません。平成１８年�
　３月３１日までに、早めに未接種の予防接種を受けましょう。�

平成１８年４月１日以降�
①　生後２４カ月（２歳）未満であれば…�

　ＭＲ混合ワクチンの第１期・第２期とも接種できます。�

�
③　２歳以上保育園年長組未満であれば…�

　保育園年長組のときに第２期を接種できます。�

�
②　①の児で、平成１８年３月に１歳になる子は…�

　麻しん、または風しんの予防接種をすると、２７日以上経たなければ、�
　もう片方の予防接種が受けられません。３月３１日までに両方接種で�
　きない人は４月１日以降にＭＲ混合ワクチンを接種するか、流行状�
　況等を考慮してお考えください。�

接 種 済 み�

か か っ た�

接 種 済 み�

か か っ た�

麻しん�

接 種 済 み�

未 接 種�

か か っ た�

未 接 種�

麻しん�

未 接 種�

風しん�

接 種 済 み�

か か っ た�

か か っ た�

接 種 済 み�

風しん�

未 接 種�

接 種 済 み�

未 接 種�

か か っ た�

風しん�

未 接 種�

麻しん�
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麻
し
ん
・
風
し
ん
の
よ
り
一
層
の
対
策
を
強
化
す
る
趣

旨
に
よ
り
、
定
期
予
防
接
種
（
予
防
接
種
法
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
接
種
）
に
使
用
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
と
対
象
年

齢
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

現
在
は
、
１２
カ
月
（
１
歳
）
か
ら
９０
カ
月
（
７
歳
６
カ

月
）
の
間
に
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
と
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を

１
度
ず
つ
接
種
す
る
と
い
う
制
度
で
す
が
、
平
成
１８
年
４

月
１
日
か
ら
、
麻
し
ん
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ

混
合
ワ
ク
チ
ン
）
を
使
用
し
、
２
回
接
種
と
な
り
ま
す
。

★平成１８年４月１日以降のＭＲ混合ワクチンは接種できるの？
平成１８年４月１日以降は、麻しん・風しんの単独ワクチンの無料接種がなくなります。（自己負担となります）

平成１８年３月３１日までに、麻しん・風しんワクチンのどちらか１回でもワクチンを接種していた場合は、ＭＲ混

合ワクチンは接種できません。（下図参照）接種していないほうの単独ワクチンを受ける場合は自己負担になりま

す。

平成１８年４月１日以降のＭＲ混合ワクチンの予防接種は、県内の医療機関であれば無料で接種できますので、

電話等で予約して接種してください。

～麻しんと風しんの予防接種はお済みですか？～

平成１８年４月１日から麻しん（はしか）・
風しんの予防接種の方法が大きく変わります



（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
１１
回
協
会
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
１０
／
１６
津
山
市
）

【
一
般
女
子
】

優
　
勝
　
勝
央
ク
ラ
ブ

◇
第
３２
回
中
国
な
ぎ
な
た
選
手
権

大
会
（
１１
／
３
鳥
取
県
米
子
市
）

【
演
技
競
技
】

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
左
子
未
弓
・
梶
並
優
里
香

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

第
３
位
　
黒
石
李
恵
・
木
村
有
希

（
中
学
校
の
部
）

第
３
位
　
戸
田
愛
里
・
梶
並
恵

（
高
校
の
部
）

準
優
勝
　
山
下
華
世
・
皆
木
美
穂

【
試
合
競
技
】

﹇
個
人
の
部
﹈

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
梶
並
優
里
香

第
３
位
　
左
子
未
弓

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
片
岡
愛
結
美

準
優
勝
　
黒
石
李
恵

第
３
位
　
植
月
小
也
香

（
中
学
校
の
部
）

優
　
勝
　
梶
並
恵

準
優
勝
　
戸
田
愛
里

（
成
年
女
子
の
部
）

準
優
勝
　
植
月
孝
子

� 2005.12月号�しううおょしううおょ広
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製造業者の皆様へ
工業統計調査にご協力ください

第
６０
回
国
民
体
育
大
会

秋
季
大
会
祝
勝
会

１０
月
２９
日
、
勝
央
町
公
民
館
で
第

６０
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
で
活

躍
し
た
選
手
・
監
督
の
勝
央
町
主
催

祝
勝
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
な
ぎ
な
た
、
剣
道
、

銃
剣
道
の
選
手
・
監
督
１２
人
と
町
民

な
ど
約
１
５
０
人
が
出
席
し
て
、
地

元
選
手
た
ち
の
活
躍
を
称
え
、
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

（
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
雲
地
隆
浩

﹇
団
体
の
部
﹈

準
優
勝
　
紫
雲
ク
ラ
ブ

◇
第
５
回
津
山
市
空
手
道
大
会

（
１１
／
６
津
山
市
）

【
組
手
の
部
】

﹇
女
子
の
部
﹈

（
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
）

第
３
位
　
安
藤
結
捺

◇
第
２０
回
美
作
地
区
社
会
人
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
１１
／
１３

津
山
市
）

【
一
般
女
子
】

準
優
勝
　
勝
央
ク
ラ
ブ

◇
第
５
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会「
輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
】

優
　
勝
　
岡
山
県
（
内
海
久
美
子
）

平
成
１７
年
工
業
統
計
調
査
を
１２
月
３１
日
現
在
で

行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
く
国
の

指
定
統
計
調
査
で
、
今
回
は
製
造
業
を
営
む
全
て

の
事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
県
、
市
町
村
の
産
業
振
興

の
政
策
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ

か
、
企
業
や
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
の
資
料
や

小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
に
幅
広
く
活
用

さ
れ
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
統
計
調
査

員
が
調
査
票
を
持
参
し
ま
す
の
で
、
ご
多
忙
な
時

期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
正
確
な
記
入
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
保
護
さ
れ
、

目
的
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

�
３８
―
３
１
１
１

岡
山
県
庁
統
計
管
理
課

�
０
８
６
―
２
２
６
―
７
２
６
１

▲ナイスピッチングの内海さん
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№　○○○○○�

氏名�
○年○月○日生�

有効期限　○年○月○日から�
　　　　　○年○月○日まで�

印�

印�
総務大臣指定　指定周波数変更対策機関�

社団法人電波産業会�

テレビ受信対策員証�

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．�
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．�

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．�
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．�
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．�
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．�

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
用

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
新
た
に
確
保
す
る
た

め
、
平
成
１８
年
４
月
上
旬
頃
か
ら
、
美
作

テ
レ
ビ
中
継
局
の
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変

わ
り
ま
す
。
引
き
続
き
テ
レ
ビ
を
ご
覧
い

た
だ
く
た
め
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
の
変
更

工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
工
事
対
象
と
思
わ
れ

る
家
庭
（
黒
土
・
小
矢
田
・
勝
間
田
の
一

部
）
で
は
、
左
記
の
予
定
で
作
業
が
進
め

ら
れ
ま
す
。（
事
業
所
等
は
対
象
外
で
す
）

岡
山
放
送（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）を

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
受
信
の
皆
さ
ん
へ

―
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
変
更
が
必
要
で
す
―

６０
チ
ャ
ン
ネ
ル
受
信
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
人
は
対
象
外
で
す

平成17年12月中旬頃

広報文が各対象家庭に郵送さ

れます。

平成18年2月下旬頃

工事予約申込書を含む広報文

が各対象家庭に郵送されます。

平成18年4月上旬～5月下旬頃

テレビ（ビデオを含む）チャ

ンネルのプリセット工事。（対策

員が訪問）

対
策
員
が
伺
い
ま
す

対
策
員
証
と
対
策
員
腕
章
（
オ

レ
ン
ジ
色
）
を
確
認
く
だ
さ
い
。

悪
徳
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
工
事
（
ア
ン

テ
ナ
の
取
り
替
え
等
を
含
む
）
で

は
、
金
銭
は
一
切
要
求
し
ま
せ
ん
。

そ
の
場
で
の
支
払
い
、
口
座
へ

の
振
込
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

�問い合わせ先
岡山地域受信対策センター

�０１２０－３０２－５２２

岡山－○○○○�

総務大臣指定　指定周波数変更対策機関�
ARIB　社団法人　電波産業会

テレビ受信対策員�
「腕章」�

（オレンジ色）�

放 送 局 現　在 変更後

岡山放送

（ＯＨＫ）
３２
チャンネル

５１
チャンネル

１１
月
号
広
報
紙
Ｐ
８
「
交
通
安
全
に
貢
献
」

の
記
事
で
、
優
良
運
転
者
の
受
賞
者
に
「
三
好

和
典
さ
ん
（
勝
間
田
）」
の
紹
介
が
抜
け
て
お

り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
１０
「
ゆ
っ
た
り
図
書
館
」

で
「
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー
著
」
は
「
ア
レ
ッ

ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー
著
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

ご迷惑をおかけしています
勝央町公民館大ホールで、アスベストの使用が発見され、

現在、改修工事に向け準備を進めています。平成１７年度内に

は、工事を完了する予定です。

しばらくの間、町民の皆さんには、大変ご不便ご迷惑をお

かけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

�問い合わせ先

勝央町公民館　�３８－２５８０

32
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お知らせのページ�

役場への電話・メール

総　務　部（�３８－３１１１）
soumu@town.shoo.lg.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（�３８－３１１２）
sangyou@town.shoo.lg.jp

土木・都市計画
（�３８－３１１３）

kensetsu@town.shoo.lg.jp

税務住民部
税　務（�３８－３１１４）
zeimu@town.shoo.lg.jp

国保・年金・戸籍
（�３８－３１１５）

choumin@town.shoo.lg.jp

健康福祉部（�３８－７１０２）
福　祉
fukushi@town.shoo.lg.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

上下水道部（�３８－３１１７）
上　水
suidou@town.shoo.lg.jp

下　水
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出　納　室（�３８－１７５１）
suitou@town.shoo.lg.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（�３８－１７５２）
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育（�３８－１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局（�３８－１７５４）
gikai@town.shoo.lg.jp

説
明
会�

■第３６回勝央町文化祭

１２月３日（土）

９時～１６時３０分

入場無料

■馬頭琴コンサート

１２月１１日（日）

１４時～１６時

前売券

大学生～一　般……１，０００円

小学生～高校生…… ５００円

当日券

大学生～一　般……１，５００円

小学生～高校生…… ７００円

※未就学児は入場できません。

■チケット販売元・問い合わせ先

勝央町公民館　�３８－２５８０

勝央美術文学館　�３８－０２７０

勝央文化ホールイベント案内
（勝央町・勝央町教育委員会等関係分のみ掲載）

農
業
所
得
の
申
告
は
、
収
支
計
算

（
収
入
か
ら
経
費
を
差
し
引
い
て
所

得
を
計
算
）
に
よ
り
申
告
す
る
方
法

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

農
業
所
得
の
収
支
計
算
を
初
め
て

行
う
人
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り

平
成
１７
年
分
確
定
申
告
用

農
業
所
得
収
支
計
算
説
明
会

……�

申
請�

平
成
１７
年
度
分
の
父
子
家
庭
激
励

金
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
人
で
、
支
給
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
対
象
者

①
申
請
時
に
、
１
年
以
上
勝
央
町
内

に
居
住
し
て
い
る
人
で
、
妻
と
死

別
ま
た
は
離
婚
し
、
１８
歳
未
満
の

児
童
を
同
居
扶
養
し
て
い
る
父
親

②
申
請
人
及
び
そ
の
世
帯
員
の
中

に
、
町
税
（
使
用
料
・
徴
収
金
を

含
む
）
の
未
納
が
な
い
人

※
所
得
制
限
あ
り

▼
激
励
金
の
額

１
人
目
　
　
　
１
万
円
／
月

２
人
目
以
上
　
５
千
円
／
月

※
１
年
分
を
１
回
に
ま
と
め
て
１２
月

に
支
給
し
ま
す
。

▼
受
付
場
所

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部
（
２
番

窓
口
）

父
子
家
庭
激
励
金
の

申
請
受
付

お
知
ら
せ�

▼
持
参
物

戸
籍
謄
本
、
住
民
票
、
申
請
書
、

受
取
希
望
金
融
機
関
届
、
印
か
ん

（
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
は
１２
月
１
日

以
降
に
証
明
し
た
も
の
）

▼
申
請
期
間

１２
月
１
日（
木
）〜
１２
日（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

�
３８
―
３
１
１
５

平
成
１７
年
度
分
の
特
定
疾
患
闘
病

者
激
励
金
の
申
請
受
付
を
行
い
ま

す
。

▼
受
給
対
象
者

１２
月
１
日
（
以
下
「
基
準
日
」）

に
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

①
基
準
日
以
前
に
１
年
以
上
勝
央
町

内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
岡
山
県
難
病
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
に
よ
り
、
特
定
疾
患
及
び
小

児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

の
認
定
を
受
け
て
治
療
中
の
人
及

び
腎
不
全
等
に
よ
り
人
工
透
析
を

週
１
回
以
上
受
け
て
い
る
人

特
定
疾
患
闘
病
者
激
励
金
の

申
請
受
付

③
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
世
帯
の

人
④
基
準
日
に
②
の
支
給
要
件
を
有
し

て
い
る
人

⑤
申
請
人
及
び
そ
の
世
帯
員
の
中

に
、
町
税
（
使
用
料
・
徴
収
金
を

含
む
）
の
未
納
が
な
い
人

▼
激
励
金
の
額

年
額
６
万
円

▼
受
付
場
所

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部
（
勝
央

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
持
参
物

・
印
か
ん

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
難
病

治
療
の
人
）
ま
た
は
、
特
定
疾
病

療
養
受
療
証
。（
人
工
透
析
の
人
）

な
い
場
合
は
、
申
請
書
に
医
師

の
証
明
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
者
名
義
の
通
帳
。
対
象
者
が

未
成
年
の
場
合
は
、
保
護
者
名
義

の
通
帳
。

▼
申
請
受
付
期
間

１２
月
１
日（
木
）〜
９
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

昨
年
の
台
風
被
害
山
林
へ
指
定
さ

れ
た
苗
木
を
植
樹
す
る
場
合
、
苗
木

代
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
植
栽
樹
種

ケ
ヤ
キ
・
さ
く
ら
・
こ
な
ら
・
や

ま
も
み
じ
・
し
ら
か
し

▼
要
件
（
１
カ
所
当
た
り
）

施
工
面
積
　
１０
ア
ー
ル
未
満

植
栽
本
数
　
１
０
０
本
未
満

▼
助
成
率

３
分
の
２
程
度

▼
申
込
期
限

１２
月
２０
日（
火
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
森
林
組
合

�
３８
―
２
１
７
８

苗
木
代
の
助
成
を

申
請
さ
れ
る
人
へ

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
農
家
の
皆
さ
ん
の

申
請
に
基
づ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

申
請
書
は
、
１
月
号
広
報
紙
と
一

緒
に
１２
月
末
に
配
布
し
ま
す
の
で
、

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

▼
選
挙
権
を
有
す
る
人

①
勝
央
町
に
住
所
を
有
す
る
人

②
満
２０
歳
以
上
の
人
（
昭
和
６１
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

③
１０
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
人
及
び
そ
の
人
の
同
居
の

親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
、
年
間
６０

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

▼
提
出
期
限

平
成
１８
年
１
月
１０
日（
火
）

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部
内
農
業

委
員
会
事
務
局

�
３８
―
３
１
１
２

※
該
当
者
で
、
申
請
書
が
届
か
な
い

人
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
農
業
所
得
収
支
計
算
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
　
時

１２
月
９
日（
金
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

▼
会
　
場

Ｊ
Ａ
勝
英
勝
央
支
店
２
階
大
会
議

室▼
説
明
内
容

農
業
所
得
収
支
計
算
方
法
に
つ
い

て▼
持
参
物

筆
記
用
具
　

計
算
用
具
（
計
算
機
等
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

�
３８
―
３
１
１
４

津
山
税
務
署

�
２２
―
３
１
４
７

冬の省エネ対策
暖房機器の
設定温度は

２０℃を
目安に！

12月23日（金）
ゴミ収集地区の皆さんへ

１２月２３日（金）は祝日のため、２２日（木）に燃えるゴ

ミだけを収集します。

各地区の決まった時間内にそれぞれの収集場所に出

してください。

�問い合わせ先
勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

前
々
年
の
売
り
上
げ
が
１
千
万
円

を
超
え
て
い
る
人
は
課
税
事
業
者
と

な
り
ま
す
。
新
た
に
課
税
事
業
者
と

な
る
人
で
「
課
税
事
業
者
届
出
書
」

が
未
提
出
の
人
は
、
速
や
か
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
１５
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
超

↓

　

平
成
１７
年
分
の
課
税
事
業
者

○
平
成
１６
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
超

↓

　

平
成
１８
年
分
の
課
税
事
業
者

新
規
事
業
者
の
人
で
、
平
成
１７
年

分
及
び
１８
年
分
か
ら
簡
易
課
税
制
度

を
選
択
す
る
人
は
、
１２
月
３１
日
ま
で

に
「
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

津
山
税
務
署

�
２２
―
３
１
４
７

新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

国体なぎなた動画配信！
感動の瞬間をもう一度

勝央町ホームページで「おかやま国体なぎなた競技会」のようすをハ

イライト映像で配信しています。どうぞご覧ください。

�アクセス方法

勝央町ホームページから、

①「ビデオライブラリー」を選択し、「国体ビデオ映像」を選択

②「新着情報」の「国体なぎなた競技の映像をＵＰしました」

を選択　　

�勝央町ホームページアドレス　http://www.town.shoo.okayama.jp

�問い合わせ先　勝央町役場総務部　�３８－３１１１
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年末年始の勝央町施設等の休業日�
　　　は、業務を休む日、または利用できない日�

勝央町役場�
（日曜窓口も含みます）�

勝央町公民館�

保育園�

勝央図書館�

勝央美術文学館（１２／１９～）�
（展示替え休館を含む）�

勝央文化ホール�
（申込先：勝央町公民館�

�３８－２５８０）�

勝央町総合保健福祉センター�
薬草風呂�

ふれあいバス�

小学校（終業式　１２／２２�
　　　　始業式　１／１０）�

中学校（終業式　１２／２２�
　　　　始業式　１／１０）�

北部グランド、武道館、勤労�
者体育館、野球場（ナイター）�
（申込先：勝央町公民館　�３８－２５８０）�
スポーツ公園（テニス、多目�
的グランド）、野球場（昼間）�
（申込先：太平台㈱　�３８－５１３１）�

ノースヴィレッジ�

長尾山火葬場�

ゴミ収集�

し尿くみ取り�
（申込先：勝央清掃�

�３８－２２７１）�

１２　　　　月�

月� 土�

７日�２６日�２５日�

日�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

２７日�

火�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

２８日�

水�

仕事�
納め�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

２９日�

木�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

３０日�

金�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

３１日�

土�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

町内�
のみ�
受付�

�

�

１　　　　月�

１日�

日�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

２日�

月�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

３日�

火�

�

�

�

�

�

成人式�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

４日�

水�

仕事�
始め�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

町内�
のみ�
受付�

�

�

５日�

木�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

６日�

金�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

月　　　日　�
�
�

　施　設　名�

１２月は、月は、し尿くみ取り作業が大変混雑します。し尿くみ取り作業が大変混雑します。１２月２２日（火）（火）までに申し込みのお宅は年内に収集します。までに申し込みのお宅は年内に収集します。�１２月は、し尿くみ取り作業が大変混雑します。１２月２０日（火）までに申し込みのお宅は年内に収集します。�

年末年始の休業のお知らせ
勝央町役場では、年末年始のため、１２月２９日から１月３日までお休みします。

なお、戸籍の届出（死亡届、出生届等）、斎場の予約は日直、宿直が受け付け

します。また、緊急の業務（火災、水道管破裂等）は、随時担当職員が出勤し

て対応します。

勝央町施設等の休業日については、下記の表をご覧ください。
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厚生年金・国民年金の「老齢年金」
など、老齢（退職）を支給事由とする
公的年金は、税法上「雑所得」として
所得税の課税対象になります。
このうち、「老齢年金」の額が１０８万
円以上（６５歳以上の人は１５８万円以上）
の人については、年金の支払者である
社会保険庁において所得税を源泉徴収
することになっています。
社会保険庁では翌年１月までに、「老齢年金」を受け
取られている人全員に対し、「公的年金等の源泉徴収票」
を送付することとしていますが、この源泉徴収票には、
この１年間に支払われた年金の総額、源泉徴収税額、
控除の内容などが記載されています。
また、「老齢年金」から所得税を源泉徴収された人で
も、年金以外に給与等の収入がある人や、２つ以上の
年金支払者（社会保険庁と共済組合など）に対して扶
養親族等申告書を提出している人は、確定申告を行う
義務があります。
確定申告が義務付けられていない人でも、源泉徴収
税額を納めすぎている場合には、還付を受けるために
申告することができます。
源泉徴収票を紛失した場合は、再交付ができますの
でお問い合わせください。
なお、「障害年金」や「遺族年金」については非課税
ですので、源泉徴収票の送付はありません。
確定申告の際には、必ず源泉徴収票をご持参くださ
い。
詳しくは、津山社会保険事務所（�２２－７１１６）
へお問い合わせください。

■町社会福祉協議会へ
◇勝間田　丸山さおり（亡夫　泉）

◇勝間田　植月　彬（亡母　榮枝）
勝間田老人クラブ、勝央苑にも

◇畑　屋　古山みや子（亡夫　彰彦）
畑屋老人クラブ、身体障害者福祉協会にも

◇　平　　福島　宏一（亡父　毅一）
平老人クラブにも

◇植月中　國政　裕貴（亡父　博司）
植月中老人クラブにも

◇植月北　佐藤外征夫（亡父　三島　清）
植月北老人クラブ、南光荘、勝央苑にも

◇植月北　豊岡　俊介（亡母　知子）

◇石　生　山下　福一（亡母　桃代）

◇為　本　岩本　勝幸（亡父　　美）

◇松嗣の会

■古吉野ゲートボールクラブへ
◇石　生　鳥觜　修治（亡祖母　朝乃）

人の動き 平成１７年１１月１日現在

人　口　１１，５６６人（前月比　＋１１）

男　５，５５３人　　女　６，０１３人

世帯数　３，９２１世帯（前月比　＋９）

源泉徴収票が送付されますご寄付ありがとうございました
（敬称略）

国
民
年
金

だ
よ
り

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

勝
央
短
歌
会
十
月
例
会
詠
草
抄

台
風
が
い
ざ
な
ひ
し
雨
か
門
畠
の
野
菜
に
粗
き
音
立
て
て
降
る

青
井
千
賀
江

旱
り
畑
に
小
豆
二
升
が
実
り
た
り
今
宵
赤
飯
を
炊
き
て
供
へ
む

光
石
　
和
子

い
つ
し
ら
に
我
が
家
に
居
つ
け
る
野
良
猫
が
二
十
日
鼠
を
捕
り
て
見
せ
に
来

石
川
　
　
都

颱
風
に
倒
れ
し
稲
を
刈
り
な
づ
む
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
を
家
内
に
聞
く

水
島
さ
だ
み

取
り
上
ぐ
る
鎌
に
居
り
た
る
蟷
螂
が
鎌
振
り
上
げ
て
吾
に
抗
ふ

板
坂
多
美
子

死
に
近
き
夫
の
教
へ
し
北
斗
七
星
そ
の
手
が
夏
の
星
空
に
顕
つ

福
島
　
文
子

難
病
の
従
姉
は
今
日
を
如
何
に
ゐ
む
せ
め
て
鮮
ら
し
き
ト
マ
ト
送
ら
む

板
倉
　
淑
子

「
い
つ
迄
も
元
気
で
」
と
優
し
き
孫
の
声
消
え
や
ら
ず
敬
老
の
日
が
更
け
て
ゆ
く

福
田
　
治
子

待
ち
待
ち
し
芙
蓉
の
花
の
咲
き
出
で
て
そ
の
紅
が
一
日
ま
つ
は
る

植
月
　
郁
子

米
寿
な
る
姉
を
招
き
て
花
火
見
む
我
が
家
の
二
階
は
一
等
席
な
り

檜
尾
ふ
さ
子

す
っ
と
立
ち
ぱ
っ
と
は
じ
け
る
曼
珠
沙
華
そ
の
く
れ
な
ゐ
に
こ
こ
ろ
勢
ひ
ぬ

植
月
　
澄
子

稜
線
が
茜
に
染
ま
る
野
の
徑
に
犬
連
れ
て
逢
ふ
人
ら
親
し
き

田
と
よ
子

地
球
の
ご
と
メ
ロ
ン
が
卓
上
に
あ
る
夕
餉
温
暖
化
対
策
が
話
題
と
な
り
ぬ岸

本
　
睦
美

我
が
旅
を
讃
ふ
る
ご
と
き
秋
日
和
大
山
寺
境
内
の
気
の
澄
み
て
ゐ
て

濱
田
　
君
子

贈
ら
れ
し
歳
時
記
が
本
棚
に
位
置
を
占
め
青
き
晩
学
長
く
続
か
ず

河
本
　
啓
子

庭
い
っ
ぱ
い
に
花
を
育
む
人
び
と
を
羨
し
み
て
狭
き
わ
が
庭
思
ふ

寺
坂
　
　
満

わ
し
は
ま
だ
敬
老
会
へ
は
行
か
ぬ
ぞ
と
田
に
急
ぐ
背
の
丸
き
を
送
る

竹
久
　
郁
子

「
み
や
さ
ん
」
と
吾
を
呼
べ
る
は
い
つ
よ
り
ぞ
母
の
下
着
を
濯
ぎ
て
思
ふ

田
み
や
子

眉濱眉濱

達達
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

取
材
を
受
け
、
全
県
版
に
掲

載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

試
合
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

コ
ー
ナ
ー
へ
素
早
く
移
動

し
、
選
手
の
声
・
汗
・
涙
か

ら
感
動
を
共
有
で
き
、
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
こ
と
を
光

栄
に
思
い
ま
す
。
民
泊
先
や

本
校
の
３
選
手
の
活
躍
、
国

体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
８２
人
の

生
徒
に
つ
い
て
取
材
し
た
も

の
は
、
国
体
特
集
と
し
て
新

聞
発
行
と
文
化
祭
展
示
で
活

用
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
取

材
に
際
し
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

動
を
よ
ん
だ
親
子
映
画
会

植
月
小
学
校

感

新

▼
表
紙
の
写
真
は
、
１１
月
２０
日
に
行
わ
れ

た
勝
央
町
１
周
駅
伝
大
会
の
ス
タ
ー
ト
時

の
よ
う
す
で
す
。
２１
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
選
手
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
が
、
小
学
生
の
速
さ
に
、

た
だ
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。

▼
１１
月
１６
日
〜
１８
日
に
中
学
生
の
職
場
体

験
が
あ
り
ま
し
た
。（
１
月
号
広
報
紙
で

詳
し
く
紹
介
し
ま
す
）
役
場
総
務
部
に
は

中
学
校
２
年
生
の
水
島
朱
菜
さ
ん
と
竹
内

美
咲
さ
ん
の
２
人
が
来
ま
し
た
。
２
人
に

は
広
報
紙
と
無
線
業
務
の
手
伝
い
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
な
い
仕
事
に
、

緊
張
の
連
続
。
さ
ぞ
疲
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
３
日
も
経
つ
と
、
カ
メ
ラ

を
持
つ
姿
も
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
職
場
で
、
何
を
学
び
、
何
を
感
じ
た
か

は
本
人
の
み
知
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

の
進
路
に
少
し
で
も
役
に
立
て
て
も
ら
え

れ
ば
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

▼
左
の
写
真
は
、
そ
の
と
き
の
２
人
の
よ

う
す
で
す
。
１
月
号
広
報
紙
の
紙
面
を
頑

張
っ
て
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
文
章
を
書
く

こ
と
で
は
ま
だ
ま
だ
負
け
て
い
な
い
つ
も

り
で
す
が
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ
と
で
は

明
ら
か
に
Ｋ
Ｏ
負
け
で
し
た
…
。

あ
と
が
き

聞
部
員
も
報
道
陣
の
仲
間
入
り
！

勝
間
田
高
校

インタビューコーナーのようす

荒

第
６０
回
国
民
体
育
大

会
な
ぎ
な
た
競
技
会

も
、
岡
山
県
チ
ー
ム
の

総
合
優
勝
と
い
う
最
高

の
成
績
と
感
動
と
と
も

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
新
聞
部
は
、
テ

レ
ビ
・
新
聞
記
者
の
人

と
一
緒
に
報
道
陣
と
し

て
取
材
に
臨
み
ま
し

た
。
現
場
に
は
『
一
瞬

を
記
録
す
る
』
と
い
う

緊
迫
し
た
空
気
が
漂

い
、
緊
張
し
て
い
る
私

た
ち
に
、「
遠
慮
し
て

い
て
は
取
材
で
き
な
い
」
と

プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、高
校
生
の
報

道
が
珍
し
か
っ
た
よ
う
で
、

新
聞
社
の
人
か
ら
私
た
ち
が

体育館での映画会のようす

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
」

（
高
学
年
女
子
）

「
も
も
子
ち
ゃ
ん
が
誰
の
助

け
も
借
り
な
い
で
、
一
人
で

最
後
ま
で
走
っ
た
と
こ
ろ
が

す
ご
か
っ
た
で
す
。
僕
も
最

後
ま
で
頑
張
り
た
い
で
す
」

（
低
学
年
男
子
）

「
も
も
子
の
け
な
げ
な
姿
に
、

思
わ
ず
涙
が
出
て
く
る
作
品

で
し
た
。
あ
の
映
画
の
子
ど

も
た
ち
の
よ
う
に
、
み
ん
な

分
か
り
合
え
れ
ば
、
う
れ
し

い
で
す
ね
。
最
後
は
か
わ
い

そ
う
で
し
た
が
、
限
ら
れ
た

人
生
を
精
い
っ
ぱ
い
生
き
た

も
も
子
を
見
習
っ
て
、
大
切

に
人
生
を
歩
ん
で
い
け
た
ら

…
と
感
じ
ま
し
た
」（

保
護
者
）

植
月
小
学
校
で
は
、
１１
月

１
日
「
お
か
や
ま
教
育
の
日
」

に
参
観
日
と
親
子
映
画
会

『
も
も
子
　
か
え
る
の
歌
が

き
こ
え
る
よ
』
を
開
催
し
ま

し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
推
進
委
員
の

皆
さ
ん
に
進
行
し
て
も
ら

い
、
大
勢
の
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
す
ば
ら
し
い
感
想
が

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

「
も
も
子
が
リ
レ
ー
の
練
習
の

と
き
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
て

い
た
の
が
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
私
も
精
い
っ
ぱ
い
生
き

ほめるのが苦手
◆子育ては「３回叱ったら、３回
ほめよ」と言われています。
しかし、親というものは、一般
にほめるのが苦手で、叱るほうが
多いようです。
◆子どもたちは、不安感を持ちな
がらも、精いっぱい頑張ったとき
に、ほめられると、
・やりとげた喜び
・親に認められた喜び
を味わい、「自分に自信を持つ」
ようになります。
◆子どもたちに接してみると、
・ほめたほうがよく育つ子ども
・叱ったほうがよく育つ子ども
がいることが分かります。
しかし、叱ったほうがよく育つ
子どもでも、ときには、ほめたほ
うがよいことも確かです。

（教育委員会）


